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水 稲 新 品 種 「 チ ヨ ノ モ チ 」 の 主 要 特 性

春原 嘉弘。須藤  充。前田 一春・八島 敏行・神田仲一郎。川村 陽一ネ・横山 裕正 *

(青森県農業試験場藤坂支場 。
十
青森県農業試験場)

Characteristics of a Newly Released Rice Variety "Chiyonomochi"

Yoshihiro Su\oHARA, Mitsuru Suro, Kazuharu MAEDA, Toshiyuki YAsHTMA,

Shinichirou Klxoa, Youichi Kew,rvuna' and Hiromasa Yorov.lve'

/ Fujisaka Branch, Aornori Agricultural Experiment Station' \
UAomori Agricultural Experiment Station /

l  Iま   し  め  に

福島県で奨励品種として作付けされている「ヒメノモチJ

は,い もち病抵抗性が強く,良質の品種ではあるが,阿武

隈,会津山間地域の一部では出穂期が遅く問題となってお

り,「 ヒメノモチJよ り熟期の早い良質,耐冷,耐病儒品

種が要望されていた。「チヨノモチJ(1日系統名 :ふ系橋178

号)は 1987年青森県農業試験場藤坂支場において中生,耐

冷,多収の橘品種育成を目標に,「奥羽襦317号/ふ系141

号」の Flを母とし,「ふ系143号 (ヤ マウタ)Jを父とし

て人工交配した雑種後代から選抜された品種で,2000年か

ら福島県で奨励品種に採用されることとなった。本報では,

品種育成の過程で明らかになった「チヨノモチ」の主要特

性について述べる。

2形 態 的 特 性

移植時の苗丈は「ユキミモチ」並かやや短 く,葉色は

「ユキミモチ」よりやや濃い。本田の初期生育量は「ユキ

ミモチ」よりやや小さく,葉色は「ユキミモチJよ りやや

濃い。表 1に示すように,稗長は「ユキミモチ」並かやや

長い。穂長は「ユキミモチ」並かやや短い。穂数は「ユキ

ミモチ」より多い,短綽,中間型の襦種である。稗は「ユ

キミモチJ並の “やや太",“剛"で ,耐倒伏性は「ユキ

ミモチ」並の “強"である。粒着密度は「 ユキミモチ」

並で,ふ先色は
｀
褐"で,きはない。

3生 態 的 特 性

出穂期,成熟期は,育成地で「ユキミモチ」より2日程

理馨¬瑞5理|:4

注 標肥区が育成地の1992年 ,1994年 ～1999年の7か年の

表 2 葉いもち抵抗性検定結果              表3 穂いもち抵抗性検定結果

表 1 生産力検定試験結果

推定 育成地  福島相,電 愛知山間 総合
品種名  遺伝 発病 判定 発病 半1定 発病 判定

レイ メ イ P'α 42 (r) 37 m「 r ―  ―  強
トヨニシキ Pjα  ― - 40 mr 53(1)強
アキヒカリ Pjα 47 mrr ―  ―  ―  一 やや強
金 南 風 Pjα ― -48 msm 68 m中
ササニンキ ′うjα  ― - 48 msm 76 いs)やや弱
陸 奥 光 +69(S)― ― ― ― 弱
注 畑晩播による。育成地は1993～ 1999年、福島相馬と
愛知山間は1997～ 1999年の平均値で示した。

品種名   遺伝 出醐

チヨノモチ  P,α

定半1

フジミノリ   P'α    8 10    39    強
レイ メ イ  Pjα    8 11   44   強
ト ヮ ダ  P:α   810   60  やや弱
ふ 系 94号  P,α   812   67   弱

注 育成地における1992年 ,1994～ 1999年の 7年間の平
均値で示した。

表3 穂いもち抵抗性検定結果

8 10    39
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度遅い “中生の中・ に属する (表 1)。 なお,採用県では

「ヒメノモチ」より4～ 6日早い “早生"である。 いもち
病の真性抵抗性遺伝子型は “Pjα"と推定され,圃場抵抗

性は葉いもち,穂いもちともに “強"である 俵 2,表 3)。

耐冷性は「中母35」 並の '極強"である (表 4)。 1993年

の大冷害においても不稔程度は少なく (表 5),「ユ■ミモ

チ」より明らかに耐冷性は強い。穂発芽性は「ユ■ミモチ」

並の “中"である (表 6)。 収量性は「ユキミモチ」並で

ある。

表4 障害型耐冷性検査結果

品種名  品臀  
不

じな

合

 判 定
チヨノモチ   814
中 母 35  811
ムッニシキ   815
レイ メ イ   815
アネコモチ   8 9

390   極 強
388    極 強
667    やや強
783     中
429     強

ユキミモチ   813   751     中

注 水温を約187～ 195℃ ,水深25～30cmと し,約 40日
間処理した。成績は育成地における1994～ 1999年の

6年間の平均値で示した。

戌着 品出 躙 所 憂漏(品)鬱冒)M秀)貢管弄(聞)爾厨
藤坂生検  チヨノモチ  828  62  147  447   168   -   184  55    40
標肥    ユ■ミモチ  827  61  145  499   08   -   169  80   100
藤坂生検  チヨノモチ  828  66  147  494   172   -   182   60    50
多肥    ユキミモチ  826  65  148   553    09   -   173   80   100
青森本場  チヨノモチ  823  69  157  426   390   132  198  50    00
系適    ユ■ミモチ  822  63  157  424   296  (100) 193  60    30
福島本場  チヨノモチ  815  70  155  462   496   171   193  70    20
系適    サカキモチ  815  79  158   452   290  (100)  193   80 70

表6 穂発芽性検定結果 表7 餅の硬化性試験成績

品種名 発芽程度 判定 生産地 種 名 曲がり度合い
a(ell) b(m) b/aチヨノモチ

アネコモチ

ユ■ ミモチ

中
やや易
中

66
75
69

藤坂 チヨノモチ   191  49  025
ユキミモチ   127  140  110

注 育成地における1994年～1999年の6年間の平均値で
示した。

4 品質′食味及び加工特性

玄米の形状は「ユキミモチ」よりやや円い “やや円",

玄米の大小は「ユキミモチ」並の “やや小"である。玄
米品質は「ユキミモチ」並の “上下"である。餅の食味
は「ユキミモチJよ りやや劣り,「アネコモチJよ りやや

優れる
°
中上"である。餅の硬化速度は「ユキミモチ」

より速く,加工適性に優れる (表 7)。

福島 チヨノモチ   169  79  047
ヒメノモチ   130  128  098

注 生産地の藤坂は生産力検定試験圃場産 (1999年 ),
福島は冷害試験地産 (1998年 と1999年 の平均値)。

常法により製餅した餅を長さ40m,幅 5m,厚さ15
mの型枠に入れ,冷蔵庫で22時間保存後,新潟食品
総合研究所方式により曲がり度合を測定した (b/
aの数値が小さいはど硬化速度が速い)。

5 栽培上の留意点

「チヨノモチJの栽培に当たっては,耐穂発芽性が十分

でないので,適期刈り取りによって品質の低下を防ぐ。い

もち病圃場抵抗性は強いが,山間地等の常発地帯では基本

防除を励行する。障害型耐冷性は強いが,穂ばらみ期の低

温時には深水潅漑を行って幼穂を保護する。
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